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＼ 嘉麻市の主な財源指標（一部抜粋）／
◆財政力指数
　この指数が高ければ高いほど、自主財源の割合が高く、財政的
に豊かということになります。なお、財政力指数が１未満の場
合、普通交付税が交付されます。

※類似団体とは、国勢調査をもとにした人口と産業構造（産業別就業人口の比率）に
　よって市町村を分類し、同じ分類となった全国の市町村を指す。

◆経常収支比率
　人件費、扶助費、公債費などの経常的な支出が、市税や普通交
付税などの経常的な収入に占める割合です。この比率が高いほど
財政の柔軟性がないことになります。

◆自主財源比率
　歳入全体に占める自主財源の割合です。自主財源は、地方公共
団体が自らの機能に基づいて、自主的に収入できる財源であり、
自主財源の割合が大きいほど、その団体の財政運営の自主性と安
定性が確保できることになります。
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令
和

３
年
度

決
算
６
会
計
を

認
定



＼　全　６　会　計　の　決　算　額　／

＼　一　般　会　計　の　内　訳　／

一般会計
国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
住宅新築資金等貸付事業特別会計

282億9,713万円
48億5,204万円
6億2,668万円
4,027万円

53億6,205万円
6,063万円

6億8,991万円
4億7,488万円

274億3,704万円
51億5,926万円
6億1,727万円
3,557万円

51億9,823万円
6,063万円

6億8,213万円
8億3,902万円

8億6,009万円
△3億722万円

941万円
470万円

1億6,382万円
0円

778万円
△3億6,414万円

歳　入 歳　出 差引額

保険事業勘定
サービス事業勘定
収益的収支
資本的収支

介護保険事業
特別会計

水道事業会計

歳入

歳出

公債費
28億4,870万円
（10.4％）

教育費
24億9,413万円
（9.1％）

災害復旧費
7億793万円
（2.6％）

議会費
1億8,029万円
（0.7％）

総務費
31億4,011万円
（11.4％）

民生費
127億3,882万円
（46.4％）

衛生費
17億9,379万円
（6.5％）

労働費
2,897万円
（0.1％）

農林水産業費
6億9,129万円
（2.5％）

商工費
6億9,706万円
（2.5％）

土木費
11億3,818万円
（4.1％）

消防費
9億7,772万円
（3.6％）

諸収入
4億2,238万円
（1.5％）

市債
16億3,331万円
（5.9％）

※千円以下切り捨て

繰入金など
25億9,514万円
（9.2％）

市税
29億5,892万円
（10.5％）

地方譲与税など
12億1,769万円
（4.3％）

国・県支出金
91億1,742万円
（32.2％）

地方交付税
103億5,223万円
（36.6％）
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総務財政委員会

課
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
は
、
行
政
手

続
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
市

民
の
利
便
性
向
上
や
効
率

的
な
行
政
運
営
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
に
と
っ
て

分
か
り
や
す
い
組
織
体
制

を
構
築
し
、
令
和
４
年
10

月
よ
り
行
政
組
織
の
改
編

を
実
施
す
る
こ
と
に
伴

い
、
条
例
に
所
要
の
改
正

を
行
う
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
委
員
よ
り
、課
が
増
え
、

新
た
な
業
務
が
増
え
て

も
、
定
員
適
正
化
計
画
は

ほ
ぼ
計
画
通
り
に
進
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

職
員
数
は
減
る
が
、
会
計

年
度
任
用
職
員
は
増
え
て

く
る
と
い
う
結
果
に
な
っ

て
い
な
い
か
、
全
体
の
人

件
費
に
つ
い
て
も
十
分
気

を
付
け
る
よ
う
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

※

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

　
本
会
議
で
は
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

分かりやすい行政組織へ
委員
中村　春夫

委員
廣瀬　公彦

委員長
田中　義幸

委員
岩永　利勝

委員
中嶋　廣東

副委員長
石原　浩二

委員会審査結果報告
令和４年９月定例会中に開催された
各常任委員会の審査・活動報告です。
嘉麻市の常任委員会とは、下記３委員会のことです。

●総務財政委員会
●民生文教委員会
●産業建設委員会

総 合 政 策 課・・・「企画財政課」の企画調整部門と「地域活性推進課」を統合一元化。
                                   地域活性化に繋がる特定課題への対応や政策に関する企画立案を強化。
交 通 政 策 課・・・「総務課」の市バス運行管理業務と「地域活性推進課」の市内公共交通の調整整備を統合。
                                   市バス運行業務の窓口を一本化し、持続可能な公共交通ネットワークのきめ細やかな整備充実を図る。
デジタル戦略課・・・市のＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）をより一層推進するために新設。
                                   行政手続のオンライン化や自治体情報システム標準化などのDXを展開する。
※ 名 称 変 更 ・・・「保護課」→「生活支援課」、「市民地域振興課」→「市民サービス課」
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民生文教委員会

社
会
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
温
水

プ
ー
ル
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ラ

ザ
な
つ
き
に
お
い
て
、
券

売
機
の
入
替
え
に
伴
い
、

条
例
に
所
要
の
改
正
を
行

う
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

 
執
行
部
よ
り
、
券
売
機

は
、
購
入
か
ら
15
年
以
上

が
経
過
し
、
部
品
交
換
、

修
理
及
び
新
５
０
０
円
硬

貨
に
対
応
で
き
な
い
状
態

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新

５
０
０
円
硬
貨
・
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
対
応
し

た
券
売
機
に
入
替
え
る
こ

と
に
伴
い
、
既
存
の
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
継
続
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
た
め
、
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
を
廃
止
し
、

新
た
に
回
数
券
を
発
行
す

る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

 

委
員
よ
り
、
現
在
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
人
へ
の
対
応
は
ど
う

す
る
の
か
と
の
質
問
に
対

し
、
券
売
機
の
入
替
え
を

行
っ
た
時
点
で
の
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
の
残
額
分
は

払
戻
し
を
検
討
し
て
お

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
券

　
７
月
18
日
〜
19
日
に
発

生
し
た
大
雨
災
害
に
お
け

る
被
害
現
場
を
確
認
し
ま

し
た
。

※
 

写
真
は
松
岡
・
熊
ヶ
倉
線

売
機
を
入
替
え
た
際
に
施

設
内
で
お
知
ら
せ
の
掲
示

等
を
行
う
旨
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

※

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

　
本
会
議
で
は
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新貨幣対応機を購入
委員
中嶋　時夫

委員
藤　伸一

委員長
出水　貴之

委員
畠中　博文

副委員長
豊田　一元

産業建設委員会

委員
坂口　政義

委員
廣方　悟

委員長
北冨　敬三

委員
吉永　雪男

副委員長
田上　孝樹 大雨災害現場を視察

９月定例会では産業建設委員会への

付託案件はありませんでした。
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特別委員会の結果報告

物
品
購
入
契
約
の
締
結

（
市
立
碓
井
義
務
教
育

学
校  

管
理
・
運
営
用

備
品
）
他
４
件

　
こ
の
５
件
の
議
案
は
、

嘉
麻
市
立
義
務
教
育
学
校

の
開
校
に
あ
た
り
、
議
会

の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約

及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
第
３
条

の
規
定
に
よ
り
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
今
回
、

新
た
に
購
入
す
る
理
由
と

し
て
、
教
職
員
用
の
机
・

椅
子
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等

の
学
校
管
理
・
運
営
用
備

品
や
児
童
生
徒
用
の
机
・

椅
子
に
つ
い
て
は
、
学
校

開
校
時
か
ら
使
用
し
て
い

る
物
や
平
成
26
年
度
の
嘉

穂
小
学
校
開
校
時
に
廃
校

と
な
っ
た
学
校
で
不
要
と

な
っ
た
物
を
使
用
し
て
お

り
、
劣
化
が
進
ん
で
い
る

備
品
が
大
半
で
あ
る
た

め
、
必
要
な
備
品
を
購
入

す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

※

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

　
本
会
議
で
は
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

虚
偽
の
陳
述
に
対
す
る

告
発

　
こ
の
議
案
は
、
学
校
建

設
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
地
方
自

治
法
第
１
０
０
条
第
７
項

に
規
定
す
る
虚
偽
の
陳
述

を
し
た
と
判
断
し
、
同
条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
告

発
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
た
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
た
め
提
出
さ
れ

た
も
の
で
す
。

※

　
審
査
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

　
本
会
議
で
は
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▲碓井義務教育学校▲稲築東義務教育学校▲稲築西義務教育学校

学
校
施
設
整
備

学
校
建
設
（
百
条
）

証人　市内建設業者
Ｑ.「義務教育学校施設整備事業におけるプロポーザル方式による業者選定に関する契約議案に
ついて、特定の市議会議員に賛成あるいは反対をするよう働きかけたことはあるか。」

A.「いいえ、そんなことはありません。」（市内建設業者　Ｒ３.８.18証言）他３回同様の発言

他証人との食い違い
Q.「情勢はどうなっているんだと聞かれましたよね、それは議案に対しての情勢だというふう

に受け取ったということを証言されました。ということは、当然、聞かずもがな、自分は賛
成だけども、ほかの議員たちの情勢はわからないですよということを市内業者は理解して帰
られたわけですよね。どうですか。」（田中委員長　Ｒ４.８.19）

A.「それはそう思います。」（廣瀬議員　Ｒ４.８.19）
Q.「義務教育学校施設整備事業の工事請負契約議案に関して、市内業者等から、議案に賛成ある
いは反対してほしいなど働きかけを受けたことがありますか。」（田中委員長　Ｒ４.８.19）

A.「賛成の依頼を受けたと思っております。」（中村議員　Ｒ４.８.19）
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令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
委
員
よ
り
、
一
般
管
理

費
の
備
品
購
入
費
（
Ⅰ
Ｃ

レ
コ
ー
ダ
ー
・
電
話
機
用

録
音
機
）
１
５
６
万
７
千

円
を
減
額
す
る
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
提
出
理
由
】

１　
市
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
根
絶
条
例
を
一
つ
の
根

拠
と
し
て
、
記
録
を
取
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
予
算

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

条
例
は
議
会
改
革
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
に
お

い
て
審
議
中
で
あ
り
、
結

論
に
至
る
ま
で
に
は
時
間

を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
こ
と
。

２　

今
回
の
予
算
措
置

は
、
議
員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
す
る
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
お
り
、
議
員
と
市

長
の
信
頼
関
係
を
壊
す
も

の
で
あ
る
こ
と
。

３　
議
員
は
市
民
の
要
望

や
議
員
の
政
策
等
を
話
す

過
程
に
お
い
て
強
く
訴
え

る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を

も
っ
て
パ
ワ
ハ
ラ
と
思
わ

れ
、
誤
解
が
生
ず
る
こ
と

も
想
像
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
研
修
等
を
積

み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
こ

と
。

４　
パ
ワ
ハ
ラ
は
、
議
員

と
職
員
間
よ
り
も
職
員
同

士
、
あ
る
い
は
職
員
と
任

命
権
者
、
管
理
監
督
者
の

間
で
多
く
発
生
す
る
事
案

で
あ
り
、
職
場
内
で
身
近

な
職
員
間
の
パ
ワ
ハ
ラ
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
こ
と
。

※

　
審
査
の
結
果
、
修
正

案
と
修
正
案
を
除
く
補
正

予
算
案
は
共
に
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

※

　
本
会
議
で
は
、
修
正

案
は
賛
成
多
数
で
可
決

し
、
修
正
案
を
除
く
補
正

予
算
案
は
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

※

　
９
月
の
補
正
予
算
は

16
頁
へ
記
載
。

予　
　
　

算

嘉
麻
市
議
会

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

根
絶
条
例

　
こ
の
議
案
は
、
議
員
に

よ
る
議
員
の
地
位
を
利
用

し
た
市
職
員
に
対
す
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
議
会
内

に
お
け
る
議
員
間
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
防
止
し
、
議

員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
根
絶
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
、
職
員
及
び
議
員

が
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を

尊
重
さ
れ
、
職
員
の
良
好

な
職
場
環
境
及
び
議
員
が

活
動
で
き
る
環
境
を
確
保

す
る
こ
と
で
市
政
の
効
率

的
運
用
に
寄
与
し
、
も
っ

て
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
実

現
の
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

※

　
審
査
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

※

　
本
会
議
で
は
、
賛
成

少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

議 

会 

改 

革

賛成意見
•　議員による市職員へのハラスメントと思われる事案が発生し
ており、対応できる条例が必要である。

•　議会が自ら範を示すという観点から必要である。
反対意見
•　議員間、また議員と職員間に限定した条例となっており、定
義が狭い。

•　内容が抽象的な文言となっている。例えば「不快」について
の判断基準がかなり難しく、具体的なものを議論しながら進
めるべきである。

•　事実関係の把握について、誰が客観的にパワハラ等を認定す
るのかを慎重に検討しなければならない。

•　議員と市民間､また職員と市民間という観点からも、広範囲
のハラスメント条例を作るべきである。

•　職員や議員も含めた勉強の機会を設け、ハラスメントについ
ての知識を得た中で、こういう条例を作るべきである。

本議案に対する
委員の主な意見

委員会修正案を提出
備品購入費（ＩＣレコーダー・電話機用録音機）減額へ

議案第71号修正内容
歳　入　343,951千円→342,384千円【△1,567千円】
歳　出　1,567千円（備品購入費）→削除【△1,567千円】
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各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果
〇…全会一致　△…賛成多数　▼…賛成少数　※…討論あり

議案の結果一覧（９月定例会）

〇 可　決
総務財政委員会
議案第62号 課設置条例の一部を改正する条例

〇 承　認
〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決

議案第60号
 〃 第63号
 〃 第64号
 〃 第70号

専決処分事項の承認（交通事故に係る損害賠償の額を定めること）
印鑑条例の一部を改正する条例
社会体育施設条例の一部を改正する条例
物品購入契約の締結（公共施設自動券売機購入）

※ 〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決

※ 〇 可　決

議案第65号
 〃 第66号
 〃 第67号
 〃 第68号
 〃 第69号

物品購入契約の締結（碓井義務教育学校 管理・運営用備品）
物品購入契約の締結（稲築西義務教育学校 管理・運営用備品）
物品購入契約の締結（稲築東義務教育学校 管理・運営用備品）
物品購入契約の締結（義務教育学校 児童生徒用机・椅子）
物品購入契約の締結（義務教育学校 電子黒板）

〇 承　認
※ △ 可　決
※ 〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決

修　　 正　　 案
修正案以外の部分

議案第61号 専決処分事項の承認（令和４年度一般会計補正予算（第４号））

 〃 第72号
 〃 第73号

令和４年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
令和４年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

※ ▼ 否　決

議会改革に関する調査特別委員会
委員会提出
議案第５号 議会ハラスメント根絶条例

 〃 第71号 令和４年度一般会計補正予算（第５号）

〇 認　定
〇 認　定
〇 認　定
〇 認　定
〇 認　定
〇 認　定

認定第１号
認定第２号
認定第３号
認定第４号
認定第５号
認定第６号

令和３年度一般会計歳入歳出決算の認定
令和３年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和３年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
令和３年度住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和３年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和３年度水道事業会計決算の認定

〇 同　意
※ 〇 同　意

諮問第５号
諮問第６号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
　　　　　　　　　〃

※ △ 可　決委員会提出
議案第６号 虚偽の陳述に対する告発

〇 可　決委員会提出
議案第７号 市議会委員会条例の一部を改正する条例

民生文教委員会

学校施設整備に関する調査特別委員会

予算特別委員会

決算特別委員会

その他
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人
事
案
件人

権
擁
護
委
員

　
令
和
４
年
12
月
31
日
付

で
任
期
満
了
に
な
る
こ
と

に
伴
い
、
引
き
続
き
次
の

方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ

い
て
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

　
田
中
　
真
弓
　
氏

　
中
嶋
　
時
夫
　
氏

　

※

全
会
一
致
・
同
意

人権擁護委員を決定

意 

見 

書旧
統
一
教
会
等
に
よ
る

被
害
の
防
止
・
救
済

を
求
め
る
意
見
書

　
安
倍
元
総
理
銃
撃
事
件

を
き
っ
か
け
に
、
改
め
て

旧
統
一
教
会
の
悪
質
な
霊

感
商
法
に
よ
る
高
額
献
金

等
の
被
害
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　
本
市
議
会
は
、
旧
統
一

教
会
等
に
よ
る
被
害
防

止
・
救
済
を
実
現
す
る
た

め
、
政
府
に
対
し
以
下
の

対
策
を
求
め
る
（
一
部
抜

粋
）
。

１　

被
害
者
に
対
し
現
行

法
制
度
を
最
大
限
に
活
用

し
、
弾
力
的
な
救
済
を
行

う
こ
と
。

２　

既
存
の
相
談
窓
口
の

活
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国

に
お
い
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
で
き
る
「
特
設
相

談
窓
口
」
を
設
置
す
る
こ

と
。

旧統一教会と政界の関係の全容解明を

た  

な  

か

ま  

ゆ  

み

な 

か 

し 

ま

と  

き  

お

３　

二
世
問
題
の
当
事
者

や
親
族
へ
の
救
済
・
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

長
期
的
視
野
で
、
慎
重
か

つ
丁
寧
な
検
討
を
行
う
こ

と
。

４　

安
心
・
安
全
な
消
費

者
生
活
を
確
保
す
る
た

め
、
消
費
者
契
約
の
抜
本

的
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

５　

国
会
・
内
閣
の
責
任

に
お
い
て
、
政
界
と
旧
統

一
教
会
と
の
関
係
の
全
容

解
明
を
行
う
こ
と
。

　

※

全
会
一
致
・
可
決

「
緊
急
時
の
薬
事
承

認
」
の
在
り
方
等
に

つ
い
て
検
討
を
求
め

る
意
見
書

　

２
０
２
２
年
５
月
に
薬

機
法
の
改
正
に
よ
り
創
設

さ
れ
た
「
緊
急
時
の
薬
事

承
認
」
制
度
に
よ
る
と
、

『
安
全
性
の
確
認
と
有
効

性
が
推
定
さ
れ
る
医
薬
品

な
ど
を
承
認
』
と
さ
れ
て

い
る
。

　

緊
急
承
認
に
む
け
、
薬

事
に
「
安
全
性
が
確
認
さ

れ
有
効
性
が
推
定
」
さ
れ

る
べ
き
仕
組
み
を
明
確
に

し
て
審
議
が
円
滑
に
進
む

よ
う
に
改
善
す
る
こ
と
。

　

※

賛
成
少
数
・
否
決
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高校生による議会傍聴

高校生議会開催のお知らせ

　令和４年９月13日（火）開催の本会議（一般質問２日目）を嘉穂
総合高等学校嘉麻市立大隈城山校の生徒が傍聴しました。
　地方政治の実際を見ることで地域の出来事に興味・関心を持たせ、
地域を愛する心の育成を図ることを目的としています。

令和４年度
嘉麻市高校生議会

開催決定

日　時
12月 16日（金）13時 30分～

会　場
嘉麻市役所 ５階　議場

参加校
稲築志耕館高等学校

嘉穂総合高等学校嘉麻市立大隈城山校
※傍聴をご希望の方は５階の議会事務局までお越しください。

高校生議会は
傍聴できます!
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廣 瀬　 公 彦　 議 員
市場調査を下山田地区へ説明したか

P.12

田 中　 義 幸　 議 員
教員による性暴力の状況は

P.13

出 水　 貴 之　 議 員
消防団詰所の整備計画は

P.14

藤 　　 伸 一　 議 員
情報が一元化できるシステムの構築を

P.15

石 原　 浩 二　 議 員
山田地区に刻銘版を設置できないか

P.12

畠 中　 博 文　 議 員
消防団員の処遇改善はいつ行うのか

P.13

豊 田　 一 元　 議 員
総合支所にまちづくり推進組織を

P.14

田 上　 孝 樹　 議 員
児童生徒の不登校対策は

P.15

中 嶋　 時 夫　 議 員
校則の見直しは

P.16

紙面の都合により、いっぱん質問の内容を６８０字以内でまとめています。

いっぱん質問いっぱん質問
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廣瀬　公彦 議員
市場調査を下山田地区へ
説明したか

していない

問

答
　
　

今
回
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
市
場
調
査
と
は
。

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
対
話

型
市
場
調
査
と
も
言
わ
れ
、

民
間
事
業
者
か
ら
広
く
意
見

や
提
案
を
求
め
る
こ
と
だ
。

　
　

市
場
調
査
の
実
施
に
当

た
っ
て
、
地
元
下
山
田
地
区

へ
説
明
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

し
て
い
な

い
。

　
　

吉
庵
計
画
地
の
地
質
調

査
は
実
施
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

民
間
か
ら

進
出
意
向
が
あ
っ
て
か
ら
、

実
施
し
た
い
。

　
　

隣
接
す
る
山
田
白
馬
霊

園
の
管
理
は
ど
こ
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

公
の
施
設

で
、
市
の
環
境
課
だ
。

　
　

白
馬
霊
園
か
ら
三
高
山

の
山
小
屋
ま
で
遊
歩
道
が
で

き
れ
ば
、
大
法
白
馬
山
と
梅

林
公
園
ま
で
周
遊
で
き
る
。

可
能
性
は
。

　
　
　
　
　
　
　

 

地
域
の
魅

力
を
高
め
る
可
能
性
は
あ

る
。
今
後
の
検
討
課
題
だ
。

　
　

計
画
中
の
ア
ウ
ト
ド
ア

施
設
に
登
山
者
向
け
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
を
併
設
で
き
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

低
山
ブ
ー

ム
も
あ
り
、
来
訪
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る

が
、
費
用
対
効
果
も
併
せ
て

検
討
課
題
だ
。

　
　
　
　

計
画
書
に
は
露
天

温
浴
サ
ウ
ナ
施
設
、
ド
ッ
グ

カ
フ
ェ
も
出
て
い
る
。
登
山

者
が
着
替
え
が
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
な
ら
併
設
で
き
る
は
ず

だ
。
ま
た
、
地
元
の
方
が
リ

ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
利
用
す

れ
ば
施
設
の
存
続
は
で
き

る
。

　
　

大
谷
口
か
ら
稲
築
東
中

学
校
付
近
ま
で
続
く
照
葉
樹

林
帯
の
評
価
と
、
今
回
の
吉

庵
ア
ウ
ト
ド
ア
計
画
を
ど
う

地
元
へ
説
明
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　
　
　

本
市
で
も
有
数

の
観
光
エ
リ
ア
だ
。
民
間
資

本
を
活
用
し
て
、
地
区
の
強

み
を
生
か
せ
る
ア
ウ
ト
ド
ア

観
光
拠
点
施
設
を
整
備
し
た

い
。
実
現
す
れ
ば
山
田
地
区

の
活
性
化
に
大
い
に
寄
与
す

る
。

　

し
か
し
、
地
元
の
協
力
が

な
い
と
難
し
い
面
も
あ
る
。

説
明
会
等
に
つ
い
て
は
開
催

方
法
を
内
部
協
議
し
て
進
め

て
い
く
。

※

他
に
第
３
次
観
光
振
興
基

本
計
画
書
を
質
問
。

篠
﨑
産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

石原　浩二 議員
山田地区に刻銘版を設置
できないか
慎重に検討すべき案件と
認識している

問

答
　
　
戦
没
者
遺
族
会
の
団
体

数
と
各
地
区
の
会
員
数
を
、

ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る

か
。
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
嘉
麻

市
全
体
で
遺
族
会
は
一
つ
だ

が
、
地
区
ご
と
に
支
部
が
４

団
体
あ
る
。
会
員
数
は
令
和

３
年
度
２
７
６
人
と
把
握
し

て
い
る
が
、
直
近
の
会
員
数

は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
遺
族
会
会
員
の
平
均
年

齢
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

平
均
年
齢

は
分
か
ら
な
い
が
、
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。

　
　

慰
霊
碑
周
辺
の
管
理
整

備
に
つ
い
て
行
政
の
支
援

は
、
ど
の
程
度
行
っ
て
い
る

か
。
　
　
　
　
　
　
　

 
草
刈
り
は

年
一
回
実
施
し
て
い
る
。
要

望
が
あ
れ
ば
範
囲
を
協
議

し
、
樹
木
剪
定
を
実
施
し
て

い
る
。

　
　

山
田
地
区
の
戦
没
者
慰

霊
碑
に
刻
銘
版
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
が
、
他
の
地
区
は

ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

他
の
地
区

に
は
戦
没
者
慰
霊
碑
刻
銘
版

は
あ
る
が
、
山
田
地
区
の
戦

没
者
刻
銘
版
が
無
い
こ
と
は

把
握
し
て
い
る
。

　
　
山
田
地
区
の
戦
没
者
は

８
８
０
余
の
御
霊
を
慰
霊
し

て
い
る
が
、
刻
銘
版
を
設
置

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

戦
没
者
刻

銘
版
設
置
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
８
月
に
請
願
書
が
提

出
さ
れ
、
民
生
文
教
委
員
会

に
付
託
さ
れ
12
月
議
会
で
不

採
択
に
な
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
慎
重
に
検
討
す
べ
き

案
件
で
あ
る
。

　
　
　
　
現
状
は
承
知
の
通

り
、
山
田
地
区
の
み
戦
没
者

刻
銘
版
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
の
が
事
実
で
、
遺
族
会
は

会
員
数
減
少
と
高
齢
化
が
進

み
、
平
成
28
年
の
不
採
択
当

時
と
は
状
況
が
変
わ
っ
て
い

る
。

　
遺
族
会
活
動
や
運
営
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
行
政
の
支
援
が
無
い

と
、
慰
霊
碑
周
辺
の
管
理
整

備
と
戦
没
者
慰
霊
碑
の
戦
没

者
刻
銘
版
設
置
は
困
難
だ
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
戦
没

者
慰
霊
碑
周
辺
の
管
理
整
備

と
山
田
地
区
の
戦
没
者
慰
霊

碑
に
戦
没
者
刻
銘
版
の
設
置

を
強
く
求
め
る
。

※

他
に
熊
ヶ
畑
河
川
工
事
の

死
亡
事
故
、
公
共
工
事
の
発

注
方
式
を
質
問
。

質質

質質

質

質質質

質質質

質

答

石
坂
社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

いっぱん質問

意  

見
意  

見

赤
間
市
長
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田中　義幸 議員
教員による性暴力の状況
は
わいせつ行為の処分者は
30人だ

問

答
　
　

教
員
に
よ
る
児
童
・
生

徒
へ
の
性
暴
力
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
０

１
９
年
ま
で
の
10
年
間
で
、

わ
い
せ
つ
行
為
の
処
分
者

は
、
福
岡
県
内
で
30
人
。
本

市
は
い
な
い
。

　
　
性
暴
力
防
止
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
教
員
に
は
、

密
室
状
態
で
児
童
・
生
徒
と

二
人
き
り
に
な
ら
な
い
、
一

対
一
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
受

信
を
し
な
い
な
ど
を
指
導
。

ま
た
、
低
学
年
児
童
に
は
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
と
し
て

大
事
な
所
で
あ
る
こ
と
、
人

に
見
せ
な
い
触
ら
せ
な
い
こ

と
を
学
習
さ
せ
て
い
る
。
中

学
校
生
徒
に
は
、
福
岡
県

が
、
性
暴
力
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
各
学
校
に
派
遣
し
授
業
を

し
て
い
る
。

教
員
の
時
間
外
労
働
問
題

　
　

教
職
員
の
時
間
外
労
働

時
間
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

月
間
80
時

間
を
超
え
て
い
る
教
職
員

は
、
小
学
校
６
・
８
％
中
学

校
31
・
９
％
だ
。
部
活
動
指

導
が
、
主
な
原
因
と
と
ら
え

て
い
る
。

非
正
規
教
職
員
の
状
況

　
　

教
職
員
の
非
正
規
職
員

割
合
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

本
市
は
、

福
岡
市
と
比
べ
て
10
ポ
イ
ン

ト
ほ
ど
高
い
。

残
骨
灰
中
の
希
少
金
属

　
　

斎
場
運
営
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
お
か

県
央
環
境
広
域
施
設
組
合
が

管
理
し
、
指
定
管
理
者
制
度

で
運
営
し
て
い
る
。
年
間
委

託
料
は
２
６
０
０
万
円
だ
。

　
　

福
岡
市
で
は
昨
年
度
、

残
骨
灰
に
含
ま
れ
る
金
等
の

希
少
金
属
を
売
却
し
、
５
４

０
０
万
円
の
収
入
に
し
た
と

の
こ
と
だ
。
本
市
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

有
価
物
の
換
金

は
、
行
っ
て
い
な
い
。

企
業
の
騒
音
問
題

　
　

騒
音
問
題
で
現
地
調
査

の
要
請
を
し
た
が
。

　
　
　
　
　

騒
音
を
確
認

し
、
企
業
に
対
策
を
依
頼
し

た
。

市
バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
設
置

　
　

市
バ
ス
利
用
者
の
多
い

所
は
、
ベ
ン
チ
等
を
設
置
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

優
先
順
位

を
決
め
、
設
置
す
る
。

※

他
に
人
権
問
題
を
質
問
。

芳
野
学
校
教
育
課
長

環
境
課
長

環
境
課
長

畠中　博文 議員
消防団員の処遇改善はい
つ行うのか

令和５年４月１日から行う

問

答
　
　
多
様
化
す
る
消
防
団
員

の
役
割
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

火
災

の
出
動
は
減
少
し
て
い
る

が
、
排
水
作
業
、
救
助
作

業
、
ご
み
の
撤
去
な
ど
風
水

害
の
作
業
が
多
様
化
・
複
雑

化
し
て
い
る
。

　
　
消
防
団
員
の
現
状
は
。

                      

本
市
消
防

団
は
定
数
が
７
９
０
人
、
現

在
実
人
数
は
６
４
９
人
だ

（
１
４
１
名
不
足
）。

　
　
国
は
市
町
村
に
消
防
団

員
の
年
間
報
酬
は
３
万
６
５

０
０
円
、
出
動
手
当
は
８
０

０
０
円
に
す
る
よ
う
通
達
し

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
当

市
で
は
年
間
報
酬
は
２
万

円
、
出
動
手
当
は
１
８
０
０

円
（
時
間
制
限
な
し
）
だ
。

県
内
60
市
町
村
の
約
72
％
が

国
の
基
準
に
達
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
当
市
は
下
か
ら
３

番
目
の
低
い
水
準
だ
。
国
は

平
成
20
年
４
月
か
ら
消
防
団

員
の
年
間
報
酬
を
３
万
６
５

０
０
円
と
し
、
そ
れ
に
伴
い

地
方
交
付
税
に
も
加
算
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
３
年

に
消
防
庁
か
ら
、「
消
防
団

と
協
議
の
上
、
令
和
３
年
３

月
末
日
ま
で
に
改
正
し
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
」
と
指
導
助
言
さ
れ

て
い
る
。
な
ぜ
当
市
は
見
直

し
を
検
討
し
て
い
な
い
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

昨
年

11
月
に
協
議
し
、
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
見
直
す
こ
と

を
内
部
決
定
し
た
。

　
　
な
ぜ
そ
れ
を
６
月
議
会

で
報
告
し
な
か
っ
た
の
か
。

                      

そ
の
よ
う

な
質
問
は
な
か
っ
た
。

　
　
本
年
度
４
月
か
ら
の
見

直
し
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
現
団
長
か
ら
令

和
２
年
４
月
に
処
遇
改
善
の

相
談
を
受
け
た
が
、
そ
れ
ま

で
報
酬
の
水
準
に
つ
い
て
の

問
題
提
起
な
り
、
報
酬
の
水

準
が
課
題
で
あ
る
と
い
う
旨

の
引
継
ぎ
は
受
け
て
い
な

い
。

　
　
こ
の
案
件
に
つ
い
て
担

当
課
と
市
長
と
の
仲
介
役
で

あ
る
副
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
報
酬
は
、
低

い
水
準
で
あ
り
、
早
急
に
見

直
す
こ
と
が
必
要
だ
。
対
応

案
の
作
成
を
担
当
課
長
に
指

示
し
て
い
る
。

質質質

質 質

質質

質

質

質

質

質

質

赤
間
市
長

山
田
副
市
長

学
校
教
育
課
長

防
災
対
策
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

溝
口
環
境
課
長

いっぱん質問

大
野
防
災
対
策
課
長

大
村
企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

質

平
川
総
務
課
長
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いっぱん質問

消防団詰所の整備計画は

現在のところない

問

答
　
　

消
防
団
員
数
の
減
少
の

要
因
に
、
若
年
層
の
減
少
が

あ
る
。
消
防
団
の
存
在
意
義

や
役
割
、
や
り
が
い
等
が
伝

わ
る
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
広
報
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
に
つ
い
て
は
今
後
、
実

施
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　

消
防
団
の
現
状
を
知
る

た
め
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

提
案
し
て

も
ら
っ
た
の
で
、
実
施
は
検

討
し
た
い
。

　
　

消
防
団
の
詰
所
は
何
棟

あ
り
、
そ
の
う
ち
老
朽
化
し

て
い
る
詰
所
は
ど
の
程
度
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

管
理
し
て

い
る
詰
所
等
は
、
大
小
合
わ

せ
て
47
棟
ほ
ど
。
建
築
年
度

が
不
明
な
古
い
も
の
も
あ

る
。
必
要
に
応
じ
て
修
理
等

を
行
い
、
維
持
管
理
を
し
て

い
る
。

　
　

消
防
備
品
等
を
保
管
す

る
場
所
や
、
土
の
う
な
ど
災

害
用
備
品
の
置
場
が
な
い
詰

所
の
把
握
は
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

把
握
は
し

て
い
な
い
。
確
認
の
上
、
可

能
な
限
り
対
処
し
た
い
。

　
　

消
防
団
詰
所
の
整
備
計

画
は
、
現
在
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

現
在
の
と

こ
ろ
整
備
計
画
は
な
い
。

　
　

緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
と
い
う
有
利
な
財
源
も
あ

る
。
詰
所
や
格
納
庫
な
ど
の

整
備
計
画
を
立
て
て
も
ら
い

た
い
が
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

意
見
・
要
望
を

集
約
・
精
査
さ
せ
た
上
で
、

全
体
的
な
調
整
等
を
行
っ
て

い
き
な
が
ら
、
必
要
な
場
合

に
は
有
利
な
財
源
を
活
用
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

林
業
振
興

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
作
業
道
を
整
備
す
る

た
め
、
補
助
金
制
度
導
入
を

検
討
願
う
。

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
森
林

資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め

に
、
作
業
道
は
必
要
不
可
欠

な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

森
林
経
営
管
理
制
度
の
取
組

状
況
や
自
伐
型
林
業
家
の
育

成
と
併
せ
て
、
引
き
続
き
調

査
検
討
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

大
野
防
災
対
策
課
長

防
災
対
策
課
長

防
災
対
策
課
長

防
災
対
策
課
長

防
災
対
策
課
長

豊田　一元 議員

まちづくり対応の役割は
検討する

問

答
　
　

本
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
衰
退
に
よ
る
弊
害
の

認
識
は
。

　
　

 　
　
　
　
　
特
に
共
助

を
中
心
と
し
た
助
け
合
い
弊

害
を
危
惧
し
て
い
る
。

　
　

行
政
区
加
入
状
況
と
課

題
は
。

　
　
　
　
　

加
入
率
70
％
を

割
る
状
況
で
あ
り
、
高
齢
化

で
地
域
活
動
の
担
い
手
不
足

の
課
題
が
あ
る
。

　
　

加
入
率
低
下
の
要
因
は

回
覧
板
を
無
く
し
、
配
布
文

書
を
制
約
し
た
こ
と
で
あ

る
。
市
民
の
関
心
事
で
あ
る

「
社
協
だ
よ
り
」
の
全
世
帯

配
布
復
元
の
見
解
を
。

　
　
　
　
　

社
会
福
祉
協
議

会
が
本
市
の
補
助
団
体
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
広
報
嘉
麻
封

入
上
限
も
あ
り
配
布
し
て
い

な
い
。
行
政
区
長
が
社
協
に

言
え
ば
可
能
と
聞
い
て
い

る
。

　
　

本
市
の
社
会
福
祉
の
多

く
を
委
託
し
補
助
金
を
交
付

し
て
い
て
封
入
重
量
超
過
を

理
由
に
配
布
で
き
な
い
と
は

次
元
の
違
う
問
題
だ
。

　

各
小
中
学
校
通
信
回
覧
は

地
域
と
の
連
携
で
重
要
だ
が

回
覧
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

保
護
者
等
に
配

布
し
、
広
報
に
も
掲
載
し
て

い
る
。
行
政
区
の
依
頼
が
あ

れ
ば
渡
せ
る
。

　
　

広
報
に
全
校
区
掲
載
は

困
難
で
あ
り
、
区
長
任
せ
で

無
責
任
だ
。
各
総
合
支
所
で

集
約
し
て
配
布
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

令
和
２
年
の
区

長
と
の
協
議
経
過
も
あ
り
困

難
な
状
況
だ
。

　
　

総
務
課
で
検
討
願
う
。

各
総
合
支
所
に
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
組
織
を
作
る
こ

と
は
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
有
効
だ
。
組
織
編
成
に
向

け
て
の
検
討
は
。

　
　
　
　
　

各
総
合
支
所
の

ま
ち
づ
く
り
対
応
の
役
割
は

検
討
課
題
と
す
る
。

　
　

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
衰

退
の
危
機
意
識
と
活
性
化
策

に
つ
い
て
見
解
を
。

　
　
　
　
　

高
齢
化
等
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
衰
退
の
危

機
意
識
は
あ
る
。
一
方
小
さ

な
拠
点
づ
く
り
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
市
民
の
郷
土
愛
を

育
む
環
境
づ
く
り
、
自
治
意

識
の
醸
成
が
必
要
と
考
え
て

お
り
検
討
課
題
と
す
る
。

※

他
に
コ
ロ
ナ
第
７
波
の
現

状
と
対
策
を
質
問
。

質質質

質

質

質質

質質

質質

質 質

質

答

赤
間
市
長

平
川
総
務
課
長

出水　貴之 議員

中
島
農
林
振
興
課
長

総合支所にまちづくり推
進組織を

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

赤
間
市
長
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いっぱん質問

デジタル戦略課を中心に
調査・研究を行う

問

答
　
　

子
ど
も
の
貧
困
・
虐
待

対
策
と
し
て
、
各
課
が
子
ど

も
自
身
や
世
帯
の
情
報
を
ど

の
よ
う
な
方
法
で
、
管
理
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

紙
の
台
帳

で
管
理
し
、
子
ど
も
の
生
活

状
況
は
関
係
機
関
と
ケ
ー
ス

会
議
等
を
通
じ
て
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
扶
養
手
当
と
児
童
手
当

は
、
シ
ス
テ
ム
で
デ
ー
タ
管

理
し
、
保
育
所
や
学
童
保
育

は
紙
ベ
ー
ス
の
台
帳
と
同
じ

情
報
を
シ
ス
テ
ム
で
デ
ー
タ

管
理
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
担
当
者
が
デ
ー

タ
管
理
し
、
デ
ー
タ
を
突
き

合
わ
せ
て
確
認
し
て
い
る
。

中
に
は
健
康
診
断
票
は
紙
媒

体
で
管
理
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
。

母
子
保
健
・
児
童
福
祉
に
関

す
る
個
人
情
報
が
あ
り
、
母

子
保
健
に
関
し
て
は
、
個
人

ご
と
の
デ
ー
タ
と
台
帳
を
紙

媒
体
で
管
理
し
て
い
る
。
児

童
福
祉
に
関
し
て
は
、
今
年

度
か
ら
シ
ス
テ
ム
で
の
情
報

管
理
を
し
て
い
る
。

　
　

各
課
に
分
散
し
た
情
報

管
理
を
一
元
化
で
き
な
い
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

一
元
化

す
る
こ
と
で
、
長
期
的
支
援

を
行
う
中
、
そ
の
子
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
も
随
時
確

認
で
き
、
支
援
の
対
応
も
可

能
に
な
る
。

　
　

大
阪
府
箕
面
市
で
は
、

子
ど
も
見
守
り
室
を
設
置

し
、
分
散
し
て
い
る
情
報
を

集
約
す
る
た
め
に
「
子
ど
も

成
長
見
守
り
シ
ス
テ
ム
」
を

構
築
し
、
子
ど
も
に
関
す
る

情
報
を
定
点
観
測
し
、
大
人

に
な
る
ま
で
追
い
続
け
、
随

時
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

構
築
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　

個
人
情
報
の
取

り
扱
い
な
ど
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
国
の
動

向
を
踏
ま
え
、
関
係
各
課
と

デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
と
連
携

し
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

い
く
。

※

他
に
昆
虫
産
業
都
市
構
想

に
基
づ
く
昆
虫
ビ
ジ
ネ
ス

（
九
州
大
学
と
協
定
締
結
）

を
質
問
。

児童生徒の不登校対策は

不登校ゼロに向けて進め
たい

問

答
　
　

小
学
校
か
ら
中
学
校
に

進
学
し
た
際
に
、
環
境
の
変

化
に
対
応
で
き
ず
不
登
校
の

急
増
や
学
力
の
低
下
と
し
て

現
れ
る
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
本
市

の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

令
和

３
年
度
、
子
ど
も
た
ち
が
中

学
一
年
生
に
な
っ
た
時
、
不

登
校
生
徒
数
が
16
名
に
増
加

し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、

中
学
校
に
な
っ
て
初
め
て
不

登
校
に
な
っ
た
生
徒
が
７
名

い
た
。
本
市
の
現
状
と
し

て
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
わ

れ
る
状
況
は
発
生
し
て
い
る

と
判
断
し
、
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え

る
。

　
　

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
　
　

 

来
年
度
、

３
校
義
務
教
育
学
校
が
開
校

す
る
。
９
年
間
を
見
通
し
た

教
育
活
動
を
進
め
て
い
く
事

で
、
あ
る
程
度
統
一
を
図
っ

て
い
く
な
ど
の
取
り
組
み

で
、
対
応
も
充
実
で
き
る
と

考
え
る
。

　
　

長
期
の
休
み
明
け
、
特

に
夏
休
み
明
け
は
、
子
ど
も

の
心
が
不
安
定
に
な
り
や
す

く
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
な

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

か
ら
学
校
に
行
き
た
く
な
い

と
の
心
身
状
態
か
ら
不
登

校
、
欠
席
が
増
え
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
本
市
の
状
況

は
。

　
　
　
　
　
　
　

 
本
市
に
お

い
て
も
、
長
期
休
業
後
に
欠

席
す
る
児
童
生
徒
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
要
因
と
し
て

は
、
生
活
リ
ズ
ム
が
壊
れ
朝

起
き
れ
な
い
、
宿
題
が
十
分

終
わ
っ
て
い
な
い
な
ど
を
気

に
し
て
と
思
わ
れ
る
。

　
　

休
み
明
け
前
後
は
、
家

庭
内
で
、
子
ど
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に

気
づ
く
こ
と
も
大
事
で
あ
る

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の

対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　

 

２
学
期
の

ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
気
に
な

る
子
ど
も
に
、
ど
の
よ
う
な

関
り
を
し
て
い
く
か
と
協
議

し
、
各
学
校
に
指
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
本
人
や
保
護
者

と
の
教
育
相
談
も
実
施
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
不
登
校
ゼ
ロ

に
向
け
て
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
な
が
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

※

他
に
訪
問
販
売
・
買
取
に

よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
質

問
。

質

質

質

質

質

質質

藤　　伸一 議員田上　孝樹 議員

新
原
保
護
課
長

柴
田
子
育
て
支
援
課
長

学
校
教
育
課
長

情報が一元化できるシス
テムの構築を

赤
間
市
長

芳
野
学
校
教
育
課
長

上
村
こ
ど
も
育
成
課
長

子
育
て
支
援
課
長

芳
野
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

木
本
教
育
長
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いっぱん質問

中嶋　時夫 議員

答
　
　

ス
カ
ー
ト
の
長
さ
や
眉

の
手
入
れ
、
整
髪
な
ど
の
チ

ェ
ッ
ク
は
ど
う
し
て
い
る

か
。

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
制
服

等
は
、
生
徒
同
士
の
日
常
点

検
と
担
任
等
に
よ
る
目
視
点

検
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

生
活
点
検
週
間
を
設
定
し
、

重
点
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

　
　

髪
形
や
服
装
は
、
そ
の

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ

り
、
本
来
自
由
で
あ
る
べ
き

も
の
が
規
制
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
。
憲
法
や
子
ど
も
の

権
利
条
約
、
こ
ど
も
基
本
法

な
ど
か
ら
校
則
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

疑
義
が
あ

り
問
題
視
さ
れ
て
い
る
校
則

は
、
教
育
の
目
的
に
照
ら
し

て
適
切
か
、
現
状
に
合
っ
て

い
る
の
か
、
絶
え
ず
見
直
し

を
進
め
て
い
く
。

　
　
教
育
長
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
校
則
は
子
ど

も
が
安
心
し
て
楽
し
く
学
校

生
活
が
送
れ
る
た
め
に
あ

る
。
子
ど
も
の
人
権
が
守
ら

れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
視
点

で
、
規
則
を
見
直
し
、
新
た

に
作
り
直
し
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員

　
　

地
公
法
が
改
正
さ
れ
て

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が

で
き
た
。
改
正
の
目
的
が
、

行
政
需
要
の
多
様
化
に
対

し
、
公
務
の
能
率
的
か
つ
適

正
な
運
営
維
持
す
る
た
め
な

ら
ば
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
待
遇
に
関
し
て
は
フ
ル
タ

イ
ム
が
原
則
で
あ
り
、
一
律

パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
い
う
の

は
、
新
制
度
の
趣
旨
に
反
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
市
の

方
針
は
、
原
則
31
時
間
勤
務

と
定
め
て
い
る
。

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
を
引
き
下
げ
る
の
で
は

な
く
、
人
へ
の
投
資
と
し
て

フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用
し
て
い

く
よ
う
な
労
働
条
件
の
改
善

が
人
づ
く
り
で
あ
る
。
任
命

権
者
で
あ
る
市
長
の
見
解

は
。

　
　
　
　
　
同
一
労
働
同
一

賃
金
の
根
幹
は
、
職
務
給
の

原
則
と
そ
の
職
責
に
よ
る
。

一
様
に
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
に

す
る
の
は
慎
重
な
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

芳
野
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

質質

質

質

質

答

問

赤
間
市
長

木
本
教
育
長

縄
田
人
事
秘
書
課
長

９ 月 の
補 正 予 算

一般会計
総　額

国民健康保険
特別会計
総　額
介護保険
特別会計
総　額

後期高齢者医療
特別会計
総　額

住宅新築資金
特別会計
総　額

水道事業会計
収益的支出
資本的支出
６会計総額

7億2,856万円
302億6,357万円

4万円

53億1,300万円

8万円

57億9,697万円

0万円

6億6,333万円

0万円

4,284万円
0万円

6億8,348万円
5億4,924万円

433億1,243万円

歳入
◆農業対策事業費補助金
◆農林施設災害復旧事業債

歳出
◆経済活性化交付金
◆道路災害復旧工事

２,７４６万円
４,９７０万円

２億１,６３０万円
１億６００万円

一般会計補正予算の主なもの

※千円以下切り捨て

議会だより かまし（66号）議会だより かまし（66号）最終編集日：令和４年10月13日最終編集日：令和４年10月13日 1616

校則の見直しは

教育の目的に照らして進
めていく


